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携帯電話の利用方式と従来の社会構造の相互関係 
唐 磊 
 
第１章 はじめに 
 
 携帯電話が出現してから、人々の日常生活は大きな変化が発生した。歩きながら携帯電
話で誰かと話しをすることは一般的な光景になった。メールを利用するときに、書き言葉
ではなく、話し言葉でメッセージを書くこともごく自然的な使い方になった。そして、対
面の会話で表情から相手の心を読めることに自慢する人々も、絵文字と顔文字の使用を簡
単に受け入れた。 
  
 変化が注目されるのは、変わっていないものが多いからである。携帯電話の普及は人々
が認識しているほどこの世界を変えたのか、メディアが宣伝しているほど人々の人間関係
を支えているのか。自分自身の体験とメディアの宣伝が両方信じがたい今の社会ではこの
ような問題を答えるのは難しい。 
 
 ある画期的な技術の力を自分自身で体験し、自分の目で確かめることは誰にも望まれて
いる。しかし、ある技術の社会に対する影響はいつもその時代が終わった後から分かるも
のである。その大きな変革の最中で生じた社会の波動や変化は、一時的な社会現象或いは
一時的な影響力しかもたないものも多い。携帯電話の社会に対する影響の研究を行うとき、
自分の研究対象が当時の社会環境にある位置を認識するのだけではなく、技術の革新によ
る社会の変化という大きな流れの中にどのように位置付けられるのかを予測することも重
要である。そして、変化ばかりに注目するのではなく、変わっていないものからの影響を
認識することも重要である。これで、変化を過大視する問題は回避できるだろう。  
 
 
第２章 メディアコミュニケーションに関する技術決定論の再考 
 
 携帯電話の研究も含めて、近年にはメディアコミュニケーションに関する研究は増えて
きた。それらの研究内容をまとめて、その中から規律を見出そうとする学者もたくさんい
たのである。 
 
 新たなメディアの普及と社会の変化に関する一部の研究は、その解釈する方式の違いに
よって二種類に分類された。この二種類のアプローチの対立関係は「技術決定論と社会構
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築主義の対立」だと解釈された（岡田, 2002, 天笠, 2012）。 
 
 この問題に関しては、最初に取り上げたのはマクルーハンの「メディア論」である。マ
クルーハンの言う「メディア」は広義の存在であり、人間のことば、表情から、貨幣、自
動車、電話、テレビまで、コミュニケーションや情報伝達の「媒体」だけではなく、人間
の歴史に「既存のプロセスを拡充したり加速したりする」技術と発明がすべて含まれてい
る。彼は「メディアはメッセージである」ことを主張し、その「メッセージ」は、メディ
アが「人間の世界に導入するスケール、ペース、パターンの変化に他ならない」と解釈し
た（McLuhan, 1964）。メディアはどこで使われるか、誰に使われるか、どのように使われ
るかなどのこととは関係なく、メディアの存在自体はその利用方式の枠と可能性を規定し、
影響を与える。マクルーハンはメディア自体の持つメッセージ、属性と性格を重視し、「ホ
ット」なメディアと「クール」なメディア等の解釈も行った。 
 
 そして、マクルーハンの解釈によると、異なる形式のメディアの出現と普及は各時代の
社会に異なる影響を与え、異なる文化と生活様式を生み出したというのである。 
  
 マクルーハンのメディアに対する様々主張は、メディアが「力」、「メッセージ」、「新た
な認識」を人々に与えるというより一方的な影響力を重視する傾向が見られる。変わりつ
つあるメディアの存在形態は人々の認識とコミュニケーションに影響を与える。 
 
 このような考え方は「人間の主体性を軽視」することが原因で、「技術決定論」として批
判を受けることが多い。それと対立するアプローチは「非本質主義」的な、「社会構築主義」
的な考え方である（天笠, 2012）。 
 
 メディアコミュニケーションに関する構築主義的な考え方は利用者のメディアに対する
応用と実践の過程から得られる経験や新たな認識の重要性を提唱し、それがメディアの存
在形態と社会的意味に大きな影響力を与えることを主張する。 
 
 「つまり、われわれはどのようにICTs（Information and Communication Technologies）
を体験するのかはテクノロジカルな、機能的な要素で事前に決めたわけではない。日常生
活で得られた認識と経験こそはICTsの存在を構築する。」（Leslie Haddon 2001） 
 
 この「技術決定論と社会構築主義の対立」に対して、メディアコミュニケーションの研
究は「メディアと社会の関係性を適切に理解するためには、社会構成主義的なダイナミッ
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クスな視点にもとづくアプローチがもっと幅広く取り入れられていくべきであるはずだ」
（岡田, 2002）との主張もあるし、人とモノの「二元論」の枠から離れて、「アクターネッ
トワーク論」的なアプローチが必要であるとの主張もある（天笠, 2012）。 
 
 ケータイに関しては、ある機能やサービスの普及は、従来のサービスと異なる要素や従
来のデバイスで実現できない機能を提供することが原因になる場合が多い。そのため、ケ
ータイの各機能とサービスはそれぞれ独自の要素を持つ場合が多くて、それらの影響を一
律に説明することが難しい。この場合では各機能の特性を具体的に分析する必要がある。
つまり、「技術決定論」的な「機能から利用者へ」の方向で分析を展開する必要がある。特
にケータイの機能とサービスの更新が従来のメディアより早いので、先行研究や資料の少
ない状況で探索的に研究を行う場合もあるだろう。その場合では、機能そのものから分析
を展開するアプローチはさらに重要になる。メディアの機能と特徴を確認できないうちに
利用者の解釈と認識を分析することは不可能だからである。しかし、利用者の主体性の影
響を無視するわけにもいかないので、より全面的なアプローチを確立することがケータイ
に関する研究の重要な課題である。 
 
 この研究ではケータイの利用習慣とその習慣の形成する原因を分析することが目的にな
る。そして、今回の研究対象はケータイのメール機能と非言語情報を伝達する記号類のコ
ミュニケーション手段である。このような機能の利用習慣はどのように形成したのかに関
しては、さまざまな可能性は考えられる。文化、生活方式、言語や非言語情報の利用方式、
利用環境などの要素から影響を受ける可能性がある。これらの要素からの影響に関しては
解明されていない部分が多いので、機能や利用者の面だけで解釈を行うことがそもそも不
可能である。そのため、今回の研究ではまずケータイの利用に関するいくつかの現象を分
析することから展開していく。そして、ケータイのメール機能と絵文字（顔文字）の利用
習慣を対象にして調査を行い、その結果を分析することで、具体的な機能とコミュニケー
ション手段の利用に関して、これらの現象は実際に存在するのかを確かめる。確かめた利
用習慣と利用方式に対して、それを形成する原因を分析する。さらに、異なる利用環境に
いる利用者の利用習慣と比較し、これらの機能とコミュニケーション手段の利用に対する
認識の差異が生じる原因について探索的な解釈を行う。  
 
 ケータイは多様な機能を持ち、多様な場面に対応する能力があることを否定できない。
ただし、ケータイはあくまで普遍性と安定性のある日常生活で利用されるのが一般的な状
況になるで、どれほど多様な機能があるとしても、それが「日常」というフィルターと通
すと、きっちりした利用パターンと洗練された便利な利用習慣だけが残される。 
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 ただし、一つ説明しなければならないことは、日常生活でケータイの利用に限られたパ
ターンがあるとはいえ、利用方式が単純になるわけではない。いつもいくつかの選択肢が
用意されている。例えば、コミュニケーションの手段として、ケータイでは音声電話とメ
ールの二種類の方式が用意されている。コンサートの会場で誰かと連絡するとき、声を出
すと他人の迷惑になるから、音声電話の利用を回避しメールを使って他人と連絡すること
を選ぶ。相手に伝いたい内容が多くて、文章でなかなか説明しにくい場合では、メールの
利用を回避し音声電話で直接に連絡することを選ぶ。これは人々がケータイに対する認識
と解釈で決めたこととテクノロジーの要素からの影響が両方存在すると考えられる。そし
て、ケータイの簡単でありながらいくつかの選択肢が用意されるという利用パターンはま
さにこの両者の影響に対応するためのバランスのいい結果である。これもコミュニケーシ
ョン用の電子デバイスが他の電子機械と区別する一つの重要なことだと考えられる。 
 
 
第３章 社会環境と携帯電話 
 
 技術決定論と社会構築主義的な考えは二つの重要な視点から携帯電話と社会の相互関係
を説明した。しかし、さらに客観的に考えると、技術と利用者以外にもたくさんの影響を
与える要素が存在している。社会環境はその一例である。生活環境、居住環境、人間関係
の環境に違いがあれば、人々の携帯電話の利用習慣も変わるだろう。 
 
 社会環境の影響が無視できない理由の一つは、携帯電話の通信技術としての影響と同じ
のように、人間関係とコミュニケーションの習慣に直接的に影響を与える要素である。む
しろ、間接的に人々の携帯電話に対する認識に影響を与える可能性もある。以前の研究で
社会環境からの影響に対する解釈が少ない原因は２つがあると考えられる。一つは、社会
環境の差異による影響は異なる地域や文化の間で比較しないと正確に把握できない場合が
多い。もう一つは、一つの社会システムにとって、社会環境は大きく変動するものではな
いので、より安定的な構造として認識されることが多い。その影響も激しく現れるもので
はなく、日常生活の中でほとんど気づかれないほどの存在である。そして、安定的に影響
を与えつつある要素だからこそ、その力は決定的である。 
 
 筆者は 2012年に中国(N=157)と日本（N=168）の大学生に対して、携帯電話におけるメー
ルの使用方式に関する調査を行った。十数項目以上の利用行為について、日本と中国の大
学生たちに回答してもらった。各項目に対して、「まったく当てはまらない」から「よく当
てはまる」までの５段階評価を用いて、回答者に答えてもらった。その一部の項目の行動
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評価に対して、ｔ検定を行った結果は表１で示した。 
 
 次ページ表１で示したように、複数の項目における評価の結果に差異が見られる。特に
最後の二つの項目、「隣に知り合いがいる場合、誰とメールで連絡したのかを教えてもいい」
と「隣に知り合いがいる場合、メールの内容を多少話してもいい」の両項目に関しては、
両国の回答状況に有意差が見られた（item 5: t=8.519, df=300.286, p<.05  item 6: 
t=9.739, df=316.174, p<.05）。対面コミュニケーションの相手にメールの相手と内容を教
えることについて、日本側の回答者は中国側のより「教えてもいい」と考える人が多い。
この二つの項目は、対面のコミュニケーションと携帯電話のメールによるコミュニケーシ
ョンが同時に存在する状況での利用者の行動方式を考察した。両国の回答状況を比較する
ことで、日本側の利用者は対面のコミュニケーションを維持するために、メールの相手と
内容などのプライベートの情報を守ることにこだわらない行動パターンを反映している。
そして、日本側の利用者はより開放的なケータイ利用方式を受け入れている。ケータイと
対面のコミュニケーションをより統一した環境として認識する傾向があると推測した。 
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表１ 
 
Group Statistics 
  
V1 N Mean 
Std. 
Deviation 
Std. Error 
Mean 
メールを読むとき、その内容から相手の気
持ちを探る 
日本側 168 4.00 .848 .065 
中国側 157 3.85 .864 .069 
ふだんメールを使うとき、絵文字（顔文字）
を利用し感情を表す 
日本側 168 3.73 1.206 .093 
中国側 157 3.35 1.126 .090 
メールを編集するとき、文章や言葉で感情
を表す 
日本側 168 3.80 .886 .068 
中国側 157 3.69 1.085 .087 
メールを編集するとき、「？」、「！」、
「...」などの記号を利用し感情を表す 
日本側 168 4.32 .799 .062 
中国側 157 3.57 1.116 .089 
ふだんメールを使うとき、そのときの感情
と気持ちを示す 
日本側 168 3.73 .994 .077 
中国側 157 3.18 .807 .064 
重要なことがなくても、定期的に知り合い
と連絡する 
日本側 168 2.88 1.396 .108 
中国側 157 2.77 .960 .077 
電車やバスを利用するとき、側に知り合い
がいない場合、知り合いとメールをする 
日本側 168 2.23 1.192 .092 
中国側 157 2.97 1.040 .083 
電車やバスを利用するとき、側に知り合い
がいない場合、家族とメールをする 
日本側 168 1.57 .964 .074 
中国側 157 2.48 1.004 .080 
隣に知り合いがいる場合、誰とメールで連
絡したのかを教えてもいい 
日本側 168 3.32 1.219 .094 
中国側 157 2.32 .856 .068 
隣に知り合いがいる場合、メールの内容を
多少話してもいい 
日本側 168 3.35 1.148 .089 
中国側 157 2.22 .924 .074 
 
 
 
 では、この「ケータイと対面のコミュニケーションをより統一した環境として認識する
傾向」はなぜ存在するのだろうか。今回の調査では両国の回答者の居住環境を考察した。
中国の大学生のほぼ全部の人は学校の寮で生活していることは分かった。日本側では、一
人暮らしの人と少数の実家で暮らす人がいた。そして、中国の大多数の大学は確かに全寮
制で、クラス制で行われる授業も多いので、学生の友人関係、特に頻繁に会える友人との
コミュニケーションは対面の会話になる場合が多いと考えられる。友人関係を維持するた
めに携帯電話に頼る場合も日本の大学生より少ないだろう。このような環境で携帯電話を
 49 
 
利用し、利用のパターンと習慣を身につけると、携帯電話で頻繁に連絡するメンバーと対
面の会話で相手になるメンバーはだんだん分けるようになる傾向がある。携帯電話で連絡
する相手と隣にいる相手は共通点が少ないということを分かったら、メールの内容や相手
のことを「教える必要はない」、或いは「教えないほうがいい」と考える人も多いと考えら
れる。 
 
 日本側の大学生は携帯電話や SNS で知り合いと連絡する傾向がより強いので、中国の大
学生のように対面と携帯で頻繁にコミュニケーションをとるメンバーの違いが生じにくい。
それで、対面の会話の途中でメールが来る時に、お互いの話をしたり、相手に知り合いを
紹介したり、あるいはメールの内容を多少話したりすることもごく自然な行為なる。場合
によって、メールの相手と隣にいる知り合いはすでに知り合っている可能性もある。そし
て、このような現象について、先行研究では「友人関係の同質化」現象として説明したこ
ともある（辻, 2007）。 
 
 この現象に関しては、まずはアドレス帳に登録されたメンバーは友人関係のメンバーと
いうイメージに関連付ける可能性があって、アドレス帳から消去されないうちに友人関係
というイメージがずっと存在するという友人関係に対する認識の変化が指摘された。「今の
友人も昔の友人も、同時につきあいやすくなったことは、友人が増加する（より正確にい
えば、減少しにくい）」（辻, 2007）。 
 
 そして、その友人関係の形成方式に関しては、「知り合い程度の相手とできるだけ多く連
絡先を交換し、その中から仲の良い友人や親友を探し出すという過程である」（辻, 2007）
と解釈した。これもアドレス帳の活用によって成り立った友人関係の作り方である。この
ような友人関係の作り方があるから、友人関係の中身は、「知り合い程度」の人数が多いわ
けである。 
 
 このようなアドレス帳を基準に友人関係のイメージを把握する思考パターンは一つの問
題を抱えている。それは「引き算」の友人関係だと指摘されたのである。メールアドレス
や機種を変更するとき、登録された相手にメールアドレスの変更を知らせるのかを考える。
そして、このような「引き算」の方法で友人関係を選別することは友人関係の「同質化を
招く」可能性があると解釈された。「友人が似た者同志ばかりになってしまう」ことになる。
「友人の数は増えるが、種類が減る」ことになり、「若者たちの社会化過程が変化する可能
性もある」と指摘したのである（辻, 2007）。 
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 おそらく「友人関係の同質化」の現象は携帯電話の普及とともに現われた一種の行動傾
向だとは考えられる。そして、人間関係の維持は携帯電話の使用に頼れば頼るほど、この
傾向は強く見られる。しかし、この行動傾向は無限に拡大するほどの恐ろしい社会現象だ
とは考えられない。前にも説明したように、このような通信技術（ここはアドレス帳の機
能）が主体の行動様式に対する影響は社会環境というフィルターを通らなければならない
から、激しい変化を引き起こすことは難しい。今回の調査で手に入れたデータを比較する
ことで、確かに両国の利用者の携帯電話の利用方式の差異を判明したが、これはあくまで
利用行為のレベルの違いである。これからは大きな変化を引き起こす可能性もあるが、今
の時点では両国の利用者の友人関係に対する認識に徹底的な差異があるとはまだ言えない。 
 
 しかしながら、このような携帯電話の利用方式の差異は一つの社会環境内部からは気づ
くことができないので、その影響力をイメージすることも難しい。異なる地域で生活して
いる利用者の行動方式を比較すれば、このような違いは明白に把握出来るだろう。 
 
 実は、社会環境の差異による携帯電話の利用方式の差異はさらなる具体的な利用習慣に
も反映されている。同じく 2012 年で行われた調査だが、今回は若者の間によく利用されて
いる絵文字と顔文字の利用方式を調査対象にした。前に紹介した調査と同じのように、十
数項目以上の利用行為について、日本と中国の大学生たちに回答してもらった。各項目に
対して、「まったく当てはまらない」から「よく当てはまる」までの５段階評価を用いて、
回答者に答えてもらった。その一部の項目の行動評価に対して、ｔ検定を行った結果は表
２で示した。 
 
 今回のデータには、両国の利用者における利用習慣の差異を明白に反映する項目はそれ
ほど多くはないが、いくつの項目から違いが見られた。特に「受信したメールに絵文字（顔
文字）が入っているなら、返信するときにも絵文字（顔文字）を使う」の項目に関しては、
両国の回答状況に有意差が見られた（t=6.093, df=313.886, p<0.05）。 
 
 この項目に対する行動評価に関しては、日本側の平均値（3.80）は中国側の（3.06）よ
り高い数値に達している。中国側より日本側の利用者は相手の利用習慣に合わせて絵文字
と顔文字を利用する傾向が強いことが分かった。親密関係の示し、維持及び増強のために、
相手の利用習慣に合わせて、絵文字と顔文字を利用するという行動パターンは形成してい
ると考えられる。そして、この行動パターンに関しては、中国側より日本側の大学生の利
用者の方に強く持たれていることを推測できる。 
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表２ 
 
 
 この行動方式の差異と両国の社会環境の差異の関連性も一目瞭然である。前にも説明し
たように、中国の大学生は学校の寮を利用する人が多いので、知り合いとのコミュニケー
ションは対面の会話で行う場合が多いと考えられる。携帯電話の利用パターンとマナーが
Group Statistics 
  
V1 N Mean 
Std. 
Deviation 
Std. 
Error 
Mean 
受信したメールに絵文字（顔文字）が入っているなら、返信
するときにも絵文字（顔文字）を使う 
日本側 168 3.80 1.212 .093 
中国側 157 3.06 .952 .076 
絵文字（顔文字）を使うとき、どの絵文字（顔文字）がその
ときの感情をもっと適切に表すかを繰り返して考える 
日本側 168 3.32 1.215 .094 
中国側 157 3.42 .988 .079 
絵文字（顔文字）が入っているメールは文字だけのメールよ
り面白いと感じる 
日本側 168 3.64 1.149 .089 
中国側 157 3.53 1.060 .085 
絵文字（顔文字）が入っているメールは文字だけのメールよ
り理解しやすいと感じる 
日本側 168 3.55 1.173 .090 
中国側 157 3.46 .957 .076 
友達と連絡するとき、絵文字（顔文字）を使う 日本側 168 3.77 1.271 .098 
中国側 157 3.57 .949 .076 
メールで挨拶するときに絵文字（顔文字）を使う 日本側 168 3.37 1.374 .106 
中国側 157 3.06 1.023 .082 
知り合ったばかりの人にメールをするとき、絵文字（顔文字）
の使用を抑える 
日本側 168 3.36 1.134 .088 
中国側 157 3.01 1.041 .083 
相手の絵文字（顔文字）の使い方がふだんの性格との違いを
感じると、違和感を覚える 
日本側 168 3.35 1.194 .092 
中国側 157 3.26 1.026 .082 
明らかに感情や気持ちを表す内容のないメールに、絵文字
（顔文字）が使われていると、違和感を覚える 
日本側 168 3.18 1.241 .096 
中国側 157 3.17 1.091 .087 
相手が絵文字（顔文字）で表わしたがる意味を分からないと
きに困る 
日本側 168 3.04 1.235 .095 
中国側 157 3.25 .905 .072 
ネガティブな感情を表す絵文字（顔文字）がメールで頻繁に
出てくると、違和感を覚える 
日本側 168 2.80 1.205 .093 
中国側 157 3.12 .976 .078 
ポジティブな感情を表す絵文字（顔文字）がメールで頻繁に
出てくると、違和感を覚える 
日本側 168 2.45 1.037 .080 
中国側 157 2.72 1.018 .081 
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人間関係（特に友人関係）の維持に対する影響もそれほど大きくはない。だから、相手の
利用方式に合わせて絵文字を利用する傾向もそれほど形成していないだろう。何より、絵
文字のような非言語的なコミュニケーションの方式は感情を表す場合に多く利用されてい
る。対面のコミュニケーションをメインとなる人間関係の環境では携帯電話で感情を表す
ことはそれほど重視されないので、これらの機能の利用方式に差異が存在することもおか
しくはない。 
 
 
第４章 従来の社会構造と新たな通信メディア 
 
 第３章で説明したように、社会環境と携帯電話の利用方式の形成は様々な関連が見られ
る。一つの社会環境の内部で生活する人はその関連を気づくのが難しいので、その影響力
が無視する場合も多い。しかし、携帯電話を研究の対象にする場合では、それと係わる様々
な社会要素を客観的にみる必要がある。この場合では社会環境の影響を無視してはいけな
い。 
 
 しかし、社会環境と言っても、非常に曖昧な概念なので、実際にどのようにイメージし
たほうがいいのか。人々の行動と技術の発展と比べて、社会環境はより安定的な存在であ
る。それは、人々の行動様式の変化と新たな技術の出現と共に大幅に変動するものではな
い。だから、ある時点で携帯電話の利用者の行動（利用のマナーも含めて）、実用化された
通信技術（機能とサービスも含めて）と社会環境の三者の存在状況を見ると、社会環境は
いつも後進的の方である。だから、「社会環境」より「従来の社会構造」と呼んだ方がより
適切であるかもしれない。 
 
 新たな通信メディアが普及するとき、必ずしは従来の社会構造に影響を与える。しかし、
それが社会構造を変える力を持つかどうかは別の話になる。社会構造の存在は安定であれ
ばあるほど、新たな通信メディアの普及で生じた違和感と不調和がより明白に感じられる。
携帯電話の普及もそうである。携帯電話の使用料が下がって、初めて人々に認識され利用
される時期には、電車での携帯電話の利用方式や公的空間での携帯電話の利用マナーなど
のことが話題になって、従来の社会構造との矛盾ははっきりと見られた。しかし、テレビ
やインターネットのように、普及率がある程度上がって、さらに通信メディアとしての存
在自体が定着したあとには、不調和と違和感が自然的に消失してしまう。 
 
 メディアの普及で現れた社会の変化、特に通信技術の普及による社会の変化は一時的な
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ものが多い。従来の社会構造の安定性が存在する限り、通信技術の影響が劇的な変化を引
き起こすことは難しい。たとえ表に変化が見られるとしても、それは人々の人間関係に対
する認識やコミュニケーションの意識を大きく変える程の影響とは言えない。ケータイは
あくまで普遍性と安定性のある日常生活で利用されるのが一般的な状況になるで、どれほ
ど多様な機能があるとしても、それが「日常」というフィルターと通すと、きっちりした
利用パターンと洗練された当時の社会構造に合わせた利用習慣だけが残される。更なる長
期的な反復的な社会発展と様々な通信技術の革新が積み上がってから、ほんとの意味での
「通信技術の革新による社会の変化」が成り立つ。 
 
 各段階の社会構造とその時期の通信メディアの間に生じた矛盾と不調和、及びその後の
バランスが再び形成するプロセスを記録することができれば、いずれは重要な研究資料に
なるだろう。そして、たとえ資料がまだ足りない場合でも比較的な研究で従来の社会構造
と新たなメディアの間の相互作用とおたがいに影響を与える要素を探ることは可能である。
たとえば、携帯電話の普及はおそらくポータブルの通信メディアの発展の一環に過ぎない。
その一時的な影響から全体的な社会変革の方向を確認することは難しいだろう。しかし、
異なる地域にいる人々の携帯電話の利用習慣を記録し、比較的に分析すれば、人間関係に
対する需要が異なる形で存在する場合にそれぞれの利用者が通信技術を利用する方式と通
信技術に対する認識が形成する原因を分析することができる。このような因果関係の中に
は新たな通信技術と従来の社会構造の相互作用の規律が潜んでいる。 
 
 
第５章 おわりに 
 
 この時代では新たな通信技術の実用化と社会構造の変化は必然な関連があるように見え
るが、実はそうではない。社会構造の変化はいつも技術と利用者の行動より後発的である。
私たちの社会は有機的な存在であり、そこで変化が発生するときには必ずしは十分な理由
と代償が必要とされる。このような変化が長い年月で徐々に表れるものなので、私たちが
感じられないほどのものであるはずだ。それと比べて、近年の通信メディアのハイスピー
ドの更新と次々と現れる新たなサービスの影響で社会が大きく変わっているように見える
が、実質的な変化は少ない。通信技術の面から見ても、社会構造の面から見ても、コミュ
ニケーションという行為の目的から見ても、人間関係という社会的資本の価値から見ても、
「画期的な革新」のイメージとはふさわしくない。しかし、大きな革新の「種」はまった
く見えないわけではない。メッセージや文章で使える非言語コミュニケーションの方式の
出現はその一例である。 
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 これからの研究では、地域間の携帯電話の利用方式に関する調査の経験を生かして、可
能な範囲で比較的研究を行いたい。文化や主体の差異より、メディアコミュニケーション
の利用環境の差異を着目点にして、利用方式、規範とマナーなどの違いに影響を与える要
素を判明したい。 
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